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そのために、 4回の現地視察 (2016年 6月 2日、 10月 29日・30日(井上客員研




















































































































実施対象:在留外国人、訪日外国人 (2016年 9月'"'-'2017年 1月実施、回収数: 175) 
実施方法:①街頭アンケート(東洋大学、渋谷、羽田空港、秋葉原、横浜等で実施)











った。例えば、参加意向を 5段階評価 (5点:非常に参加したい、 4点:参加した
40 











































ゼミ学生 17名 (3年次 7名、 2年次 10名)とともに、当地の歴史文化に関わる主























































































井、 2012)。臣蕉ゆかりの地としての当地の特色に関連して、 1989年に、第 1回黒
羽芭蕉の里全国俳句大会が開催され、その後も毎年開催されているほか、同年には
黒羽町芭蕉の館(現、大田原市直蕉の館)が開設され、当館では、芭蕉が黒羽に滞













実施日、場所:2016年 12月 3日(土) ITOKO-TOKOおおたわら」
















回収数:I観光者J39 I地域住民j 80 




















































































































































大田原市"Staying at Agri-Farm House" 本来の民宿、インバウンド地方誘致
の観光資源再考と題してフロリダ大学の原唯之教授が以下のように農家民泊の感想、
を寄せている。
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『今後インバウンドを 4千万、 6千万と増加させる際に、地方創生のために地方
都市や農村部に広く外国人観光客を回遊させなくてはなりません。民治については、
狭い範面の都市部での民治の意識のみで、意見を述べている方々が居られるようで
すが、そのような方にぜひご紹分したい、米国大学生たちの農村滞在の最新内容を
ご紹介します。大田原ツーリズムのご紹介にて、栃木県大田原市の米作農家2軒に
男子学生グループと女学生グループが2治 3日お世話になりました。
結果としては、「これが本当の日本だj、fこういう文化体験をしてみたかったが、
欧州や南米にはあるホームステイ形式が日本にあるのは知らなかった。 Jr素精らし
かった。本当に態度は控えめなのに出て来る内容は凄いな、これが日本人のおもて
なしかJr新鮮な自家栽培の野菜、こんな甘いのは米国でも無いJ、等の意見で、既
存宿泊施設では経験出来ない日本文化の神髄のような経験を出来た当大学学生は大
いに興奮し満足しています。農家の方々はきちんと簡易宿所の手続きを取得済で、
ほぼ「民宿J の感覚で、家族の方と同じ食事を、ご主人と同席して、同じ屋根の別
の部屋に泊めて頂く形式です。大田原市は昔から米の産地で、農家の方は自家用に
野菜や果物も栽培されており、日本人の都会の人から見たら f豪農J のようなお家
に治めて頂く、米包人にとっては稲作という日本古来の文化歴史の核をなす農家に
泊めて頂くという強烈な正統文化体験をさせて頂くようなものです。
写真を見て頭くとわかりますが、ホテノレや旅館の観光施設とは、観光資源として
は重複の無い全く別個の物です。故に、「民治反対j という意見を表明される方は、
農村地にて現役農家がそのお宅を開放しているようなケースは全く別個である点を
十分にご理解して頂ければ今後の f民治J議論の深みがより充実すると思います。
都会居住者や宿泊産業従事者、民治にご意見のあられる方は、ぜひ自ら一度農家
に滞在して経験して頭き、日本の米作生産者の方々がどのような一日を過ごされて
いるか見て頂くと、恐らく農村氏泊の質の高さと経験のユニークさで、リピーター
になってしまう可能性があるほどだと思います。「庭先でi収穫したトマトやキュウリ、
ナスを自家作の米と、自家栽培の大豆を自家発酵させた味噌で出来た味噌汁ともに
その晩の食卓で頂くJ という経験、米国人は感激していましたが、恐らく日本人の
皆様も大自然でで、{伸申び{伸申びと育つた田舎の野菜の甘味ととも iにこ、ご家族でで、人生に残る
思い出が出来ると思いますO
この感想は、インバウンドツーリズムの重要な示唆を投げかけていただいたもの
と考えている。
(3)農業体験
ふれあいのEを後にしてパスで前田牧場に向い「農業体験」を行った。内容は「ネ
ギ堀り体験」である。ネギがうまっている 2列を鍬で掘る役、紐を用意してネギを
縛る役、ネギを引き抜き紐の上に置く役等に分かれてのネギ収穫作業であった。説
明を含め作業体験を約 2時間行い指導者から感想、が述べられた。
その後に、移動して「前田バーベキューj にて、牛肉の赤み肉、カボチャ、玉ね
ぎ、人参、ネギに 2種類のタレ(前田農場製)を全部で 22人がバーベキューに参
加した。その問、大田原市移住・定住サポートセンタ一理事長の挨拶とサポートセ
ンター内容の説明がなされた後、個別に意見を聴集していた。
(4)農家リターン体験報告
途中、農家リターンした後藤氏宅に立ち寄りお話を伺った。現在 32歳家族 3人
でご主人の農家の後継者として U ターンの経緯と現在の生活ぶりを話していただ
いた。話の中で情報・物件の選択肢が多いこと、メリットとしてストレスが少ない
こと、空気が美味しいこと、夜空がきれいなこと、米も野菜も取れて、地価が安い
等色々話がされた。私の疑問は、農家は賃貸されるが農地についてはどのようにさ
れているかである。聞くところによると農業中間団体が農家から借り受けてそれを
移住者に貸与する方式で行っているようである。
(5)農家民泊と移住体験ツアーのまとめ
移住体験ツアーに参加した感想は、大田原市が少子高齢化による人口減少を食い
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止める一環として移住・定住を促進しようとする試みであると強く感じている。大
田原市移住・定住サポートセンターを立ち上げ様々な活動を展開されている。主な
活動は「大田原暮らしコンシェルジェ JI移住・定住セミナー開催JI移住・定住体
験モニターツアー JIセールスプロモーション活動」であり、市からは年間 1，000
万円の補助金を提供、固からの補助を受けて 2ヶ月前(9月)にサポートセンター
が立ち上がったところである。これから体験ツアーを重ねることで移住者・定住者
が増えることを期待している。その一環で「住んでよし、訪れてよしj の標語のよ
うに、グリーンツーリズム(農家民宿)による観光客誘致と移住・定住政策が発展
することを期待する。
5. おわりに
大田原市(栃木県)の魅力を首都圏に伝える情報発信の強化ならびに大田原市に
人を呼ぶための新たな観光施策検討を目的として研究を行った。その結果、観光資
源として、歴史、食、自然に加えて多彩な「人」も大きな魅力として位置づけられ
ることが明らかとなった。さらに、農業のための移住者をターゲットとした新たな
交流の機会創出、空き家・空き校舎を利用したキャンプ体験、国際医療福祉大学等
とタイアップした福祉観光・レスパイトツーリズムなども、有効なテーマとして考
えることができた。
これらを有効に活用しながら、首都圏等の在住者によりわかりやすい形で歴史資
源等の面白さ、興味深さを訴求するとともに、そのための情報媒体として、訪問前
の利用を想定した IRetripJや「ことりつぶ」などの Web媒体などによる情報提供
について検討を行うとともに、 YouTubeを利用した動画の試作を行った。また、来
訪時対応としてフリーペーパーの配布も重要と考え、テーマを複数設定しながら配
布する試案を作成した。
これらの主に日本人マーケットに加えて、年々増加する訪日外国人マーケットも
重要と考えられることから、それらを対象としたアンケート調査を行い、来訪意向、
参加意向の高いプログラムについて明らかにすることができた。
今後の課題として、歴史資源の活用策のさらなる深掘り、個性溢れる地域住民へ
のヒアリングを通じた魅力的情報発信の検討、経済効果をもたらすプログラムの検
討、外国人旅行者を対象としたより詳細な意向調査、日本人を対象とした振興策へ
の意向調査、提案した振興策の実施等があげられる。
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